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８．研究実績報告（成果） 
 
１．本研究の目的 
 雲仙火山では平成 11 年度より科学技術振興調整総合研究による山体掘削（USDP-1
および USDP-2）が行われ，ボーリング試料より火山体内部構造・マグマ発達等の解明
が進められた．また，噴火メカニズムの解明を目的とした火道掘削が，平成 12年度の
パイロット掘削（USDP-3）に引き続き，平成 15年度から平成新山の北 2kmにて行わ
れた（USDP-4）．申請者が研究代表者となり実施された平成 16年度および 17年度の
東京大学地震研究所一般共同研究（2004-G-02, 2005-G-13）では，USDP-4において掘
削深度 2mおきに採取され，従来均質な試料として分析していたカッティングス試料に
ついて，各掘削深度ごとにハンドピッキングで複数の礫種に分ける作業を行い，各礫種

の全岩化学組成分析を行った．本申請研究課題では，USDP-3 コアを研究対象とする．
本コアは放射年代値測定により，地表から深度約 300m にわたり，0-20ka の噴出物か
ら構成されているが（Akimasa et al., 2002），未だ全試料の詳細な分析には至っていな
い．本研究課題では，データが欠けている深度のコア分析を進め，USDP-1 および
USDP-2では位置的に噴出物が到達しえない，雲仙岳北域における詳細な雲仙火山新期
の噴火史の解明を目的とした．  
 
２．本研究の方法 
 本研究課題では，Akimasa et al. (2002)等が示したコア層序に従い，各ユニットにつ
いて未分析の箇所について，約 5mおきにサンプリングを行い，偏光顕微鏡による岩相
記載および，蛍光Ｘ線分析装置による全岩主成分および微量元素組成分析を行った． 
 
３．本研究の結果 
 全岩化学分析の結果，USDP3コア試料の SiO2組成は，(1) 深度 0-170mにおいて，
59 - 63.5 wt.%，(2) 深度 170-240mにおいて，63.5 - 66 wt.%，(3) 深度 240-350mに
おいて，60 - 64 wt.%であった．以上の結果は，Akimasa et al. (2002)等が示した従来
の報告と，基本的に同様の組成変化傾向を得たと考えられる．しかし分析点を増やした

本研究においても，USDP-1,2で見られたような明瞭な鋸歯状の化学的層序は，USDP3
コアについては不明瞭であった．一方，深度 170m前後において断層の存在を示唆する
化学組成変化が認められており，この傾向はUSDP4コアでも認められた（杉本他, 2006
年連合大会）．また，USDP4コアの深度 0-100mで見られた SiO2 = 64 - 66 wt.%の組
成範囲は，USDP3の浅部（0-170m）では認められなかった，これはUSDP3の孔口標
高が，USDP4の約 100m下位であり，比較的高 SiO2組成をもった新期雲仙火山岩類
が到達していない地表地質を反映していると考えられる．以上の成果については，日本

火山学会２００７年大会にて発表（発表タイトル：USDP-3コアを用いた雲仙火山の噴
火史の解明）する予定である． 


